
 

 

 

 

 

 

 

夢と目標は行動の原動力！ 

                   教頭 坂井  学 

９月２８日（水）に石川県教育委員会とかほく市教育委員会の方が本校を訪問

し、生徒の皆さんの様子を見て行かれました。昨年度と比べ、「あいさつが一層良 

くなった」「授業では受け身の姿勢から主体的・意欲的になった」とお褒めの言葉をたくさん頂きました。   

一方で、「自分の考えを積極的に表現するには至っていない」との評価もありました。後期の課題として

自分の考えを積極的に表現することにみんなで取り組んでいきましょう。 

 

また、９月に行われた新人大会では、剣道部が男女で団体・個人 

優勝という完全制覇。陸上競技部が総合優勝。女子バレーボール部 

は 5年ぶりの優勝。女子バレーボール部は３試合とも大接戦、優勝 

を懸けた河北台中戦では逆転に次ぐ逆転で勝利をつかみ取りました。 

優勝した瞬間の輝く笑顔に感動をもらいました。新チームとなって 

の初めての公式戦を無事終えた皆さん、次の大会に向けて目標を明 

確にしてしっかりがんばってください。 

 

 さて、１０月２１日（金）は第２回「夢プロジェクト」で、過去６度日本一になった経験のある遊学館高

校バトントワリング部の方々が演技と講演をしてくれます。生徒の皆さんは、「夢」や「目標」を持ってい

るでしょうか。どうかこの夢プロジェクトをきっかけに夢や目標を明確にしてください。 

 

元卓球日本代表監督の宮﨑義仁氏は、世界で通用しなくなった日本の卓球を立て直すために、まず取り組

んだのが、小中学生に夢を持たせることだったと語っています。「オリンピックで金メダルを取る」という

夢を持つこと。それがすべての始まりだったと。金メダルを目指していないのに運良く金メダルを取った人

などいません。大きな夢と高い目標ほど着実で大変な努力が必要です。しかし、夢や目標が明確であれば、

勇気を持って実行する原動力となります。 

 

保護者・地域の皆様には、今後とも本校の学校運営にご理解とご協力をお願いします。 

 

宇ノ気中学校だより                     １０月号 

令和４年１０月５日 

校 長 井上 勝文 

担 当 石垣 孝明 

 
■■■ 匿名のご寄附に対するお礼と活用報告 ■■■ 
 

 
 本年２月末に本校に対して匿名で３００万円のご寄附をいただきました。ご厚意に対し、心から感謝
を申し上げます。 
同封のお手紙には「生徒さんが笑顔になるようなことに使ってください。」と記されておりました。 
かほく市教育委員会と協議を重ねた結果、本校での活用案として教育備品や生徒用図書等の購入を

行うこととし、本年度中に整備を行うこととなりました。 
今回ご寄附をいただきました方には、改めましてお礼を申し上げますとともに、今後整備する備品等

につきましては，大切に使わせていただきます。  
生徒と保護者の皆様にもこのことを知ってもらうとともに、生徒用の備品については、感謝を込めて

大切に活用してください。 



○１０月の生活目標  

「自分の役割を自覚し、宇中生徒としての質を高めよう！」 

いよいよ後期が始まり、生徒会役員や委員会、また学級の係や

清掃場所も新しい体制でスタートします。それぞれ新しい役割を

自覚し、責任を持って取り組んでもらいたいと思います。 

質を高めるには個の成長が大事 

一人一人の成長が宇ノ気中学校全体の質の向上につながりま

す。特に授業や部活動、学校祭での準備など自分の役割をしっか

り果たすことが大事です。授業においては、「授業を積極的に受

ける」や「自分から積極的に表現する」、「仲間の発表を最後ま

で聞く」などがあります。しっかり取り組んでいきましょう！ 

共感的人間関係作り 

宇ノ気中学校では、安心して安全で楽しい学校生活を目指しています。そのために大事にしているの

は共感的人間関係作り（互いに尊重した人間関係）です。今後も先生と生徒の共感的人間関係作りと生

徒同士の共感的人間関係作りを推進していきます。 

○１０月の学習目標 「隙間時間を使い、学習の量と質を確保しよう」 

２学期中間テストが１０月１４日（金）に行われます。先日の運動会や学校祭の準備もあり、忙

しい時期でのテストとなります。どの学年にとっても「時間の使い方」が非常に大切です。そ

のため、今月の学習目標となりました。  

＜隙間時間を使う意味＞ 

 なぜ隙間時間を使うことを目標とするのでしょう。例の一つとして、 

授業前のベル学を考えてみましょう。毎時間３分の学習を６時限分行え 

ば、１日で１８分の学習時間をプラスできます。これを一年間続ければ 

右の計算のように４３２０分の学習時間となります。これは実に７２  

時間もの時間を手に入れたことと同じです。学習のみならず、７２時間の差というのは非常に

大きな結果の差を生みます。「塵も積もれば山となる」の言葉どおり、少しのことを大切にし

て学習していけるように意識する１０月にしましょう。  
 

運動会結果        

優 勝 青団 

準優勝 赤団 

種 目 １ 位 ２ 位 

カラー玉入れ 黄 団 青 団 

大玉運び〈２年学年種目〉 青団(１組) 青団(２組) 

台風の目〈１年学年種目〉 赤 団 青 団 

バラエティリレー〈３年学年種目〉 青 団 赤 団 

団対抗リレー 赤 団 青 団 
 

応援合戦最優秀賞 赤 団 団旗最優秀賞 青 団 
  

 赤団 青団 黄団 

１ 年 １組 ３組 ２組 

２ 年 ４組 １・２組 ３組 

３ 年 ２組 １組 ３組 


